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2021年３月期業績ハイライト

17年３月期 18年３月期 19年３月期 20年３月期 21年３月期 対 計 画 対 前 期

実 績 実 績 実 績 実 績 計 画 実 績 増 減 額 増 減 額

受注高 3,944 3,880 4,365 4,139 4,707 4,091 △616 △48

売上高 3,984 3,773 4,282 4,030 4,700 4,623 △77 593

営業損益 129 △112 40 64 110 215 105 151

経常損益 143 △104 49 69 115 223 108 154

当期純損益 148 △141 30 39 80 153 73 114

（単位：百万円）
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■名目建設投資の推移（年度）

← （見込み） → ←（見通し）→（単位：兆円）

参考：（財）建設経済研究所

建設経済モデルによる建設投資

2021年4月28日発表より
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売上総 利益
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販売費及び一般管理費
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17年３月期 18年３月期 19年３月期 20年３月期 21年３月期

環境対策 1.3 6.1 6.3 0.6 1.0

合理化・省力化 48.2 33.3 0.1 6.6 6.1

更新・維持・補修 60.6 30.7 42.7 7.7 8.3

能力増強 3.0 23.0 77.0 50.2 146.3
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貸 借 対 照 表

期 別
2017年３月末 2018年３月末 2019年３月末 2020年３月末 2021年３月末

科 目

流動資産 2,022 2,554 2,049 1,787 1,889

（売掛債権） （1,021） （1,055） （1,242） （1,189） （1,129）

固定資産 1,547 1,640 1,672 1,625 1,657

総 資 産 3,570 3,195 3,721 3,413 3,546

流動負債 1,422 1,220 1,696 1,436 1,337

固定負債 648 647 687 622 713

純資産 1,500 1,327 1,337 1,354 1,496

（自己資本比率） （42.0％） （41.5％） （35.9％） （39.7％） （42.2％）

（単位：百万円）
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キャッシュ・フロー
（単位：百万円）

2017年３月期 2018年３月期 2019年３月期 2020年３月期 2021年3月期

営 業 活 動 に よ る

キャッシュ・フロー
△15 △270 390 11 210

投 資 活 動 に よ る

キャッシュ・フロー
△46 △57 △37 △136 △51

財 務 活 動 に よ る

キャッシュ・フロー
△188 △29 △8 △85 △4

現金及び現金同等物の
増加・減少（△）額

△251 △357 344 △211 154

現金及び現金同等物の
期 首 残 高

983 732 374 719 508

現金及び現金同等物

期 末 残 高
732 374 719 508 663
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市場動向
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市場環境の現状認識

キーワード インフラ整備の立ち遅れ

脆弱な日本、貧弱な日本のインフラ整備水準、失われる日本の豊か

さ、これらの対策に必要な公共投資に対する国会答弁で、

5か年で15兆円という防災・減災、国土強靱化のための5か年加速

化対策も確保、またインフラの耐震対策というのは、人的被害や短

期的な経済被害だけではなくて、長期的な経済被害の損失の防止と

いう観点からも極めて重大（大臣答弁より）

これまでのパッシブな姿勢から一歩踏み込んだアクティブな対策の

必要性を認識
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これらの政策実現に向けての財政的な裏付として、

公共事業予算については、厳しい財政事情も踏まえつつ、政策効果を高

めるために重点化、効率化を図るとともに、公共投資については国民が

生活の豊かさを実感し、国の将来は明るいと思える社会を実現する

（財務省国会答弁）



21
内閣官房国土強靭化推進室HP資料

うち国土交通省でおおむね９．４兆円程度
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建設分野のトピックス

国土交通省の各地方整備局、北海道開発局、内閣府の沖縄総合事務局
が、「防災・減災、国土強靱化に向けた道路の５か年対策プログラム」を
発表

直轄国道７６事業の見通し公表と共に、
「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」を基にした

①災害に強い国土幹線道路ネットワークの構築、②道路の老朽化対策、
③河川隣接構造物の流失防止対策、④高架区間などの浸水避難場所と
しての活用、⑤道路法面・盛土による土砂災害防止対策、⑥無電柱化の
推進、⑦ＩＴを活用した道路管理体制の強化、
の７つの取り組みに関する事業を公表
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これらの施策は、弊社の事業収益の柱となる工法に寄与する内容が
盛り込まれており、今後中長期的な仕事量を確保する後押しとなる
ことが期待される。

例えば、「災害に強い国土幹線道路ネットワークの構築」については

、５か年加速化対策により、高規格道路のミッシングリンク約２００

区間のうち約３割で全線または一部区間を２０２５年度までに開通

することなどを達成目標に掲げている。



24国土交通省ホームページより

全国ミッシングリンクの整備
施策の概要

高規格幹線道等の未整備区間の整備を推進
し、都市間移動の速達性を高める



25国土交通省ホームページより
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インフラ老朽化対策も急務

建設後50年を経過する社会資本の割合

2018年3月 2023年3月 2033年3月

道路橋
［約７３万橋（橋長
２ｍ以上の橋）］

約２５％ 約３９％ 約６３％

トンネル
［約１万１千本］ 約２０％ 約２７％ 約４２％

下水道管きょ
［総延長：約４７万
ｋｍ］

約４％ 約８％ 約２１％

国土交通省ホームページ資料引用
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北海道
道東自動車道 軽量盛土
トンネル老朽化対策
液状化対策、地盤補強
北海道新幹線

東北
東北中央自動車道 軽量盛土
東北中央自動車道（東根～尾花沢）の整備

トンネル老朽化対策
高速道路ミッシングリンク解消 日本海沿岸東北自動車道



28国土交通省ホームページより

以下、「防災・減災、国土強靱化に向けた道路の５か年対策プログラム」より
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関東
新東名高速道路 軽量盛土

東京都水道局 導水管、送水管整備計画
シールド工事
高速道路ミッシングリンク解消
民間プロジェクト
リニア中央新幹線関連 仮設道路、地盤改良
ライフライン整備（ガスパイプライン）など
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国土交通省ホームページより

以下■災害に強い国土幹線道路ネットワークの機能強化対策



31
国土交通省ホームページより
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中部
リニア中央新幹線関連 仮設道路、地盤改良
高速道路 付加車線
高速道路ミッシングリンク解消
水資源、農水関連事業（導水トンネル改修）
北陸新幹線延伸工事
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国土交通省ホームページより
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国土交通省ホームページより



35国土交通省ホームページより
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近畿
新名神高速道路
大津～高槻間 HYSC工法
高速道路ミッシングリンク解消
（阪和、紀勢自動車道など）

国道バイパス関連 軽量盛土大阪万博
地盤補強、液状化対策



37国土交通省ホームページより



38国土交通省ホームページより
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中国・四国
インフラ老朽化対策
高速道路ミッシングリンク解消
（山陰自動車道、

四国横断自動車道）

九州・沖縄
熊本震災関連
高速道路ミッシングリンク解消
（東九州自動車道）



40国土交通省ホームページより



41国土交通省ホームページより



42国土交通省ホームページより
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業績予想0
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2022年３月期業績予想

2021年３月期

（実 績）

2022年３月期

（予 想）

受注高 4,091 5,100

売上高 4,623 4,900

売上総利益 890 890

販管費 675 770

営業損益 215 120

経常損益 223 130

当期純損益 153 90

（単位：百万円）
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工事別受注高予想

2021年３月期

（実 績）

2022年３月期

（予 想）

気 泡ｺﾝｸﾘｰﾄ工 事 3,152 3,980

地 盤 改 良 工 事 897 1,120

そ の 他 工 事 40 0

計 4,091 5,100

（単位：百万円）
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売上高予想

2021年３月期

（実 績）

2022年３月期

（予 想）

気 泡ｺﾝｸﾘｰﾄ工 事 3,431 3,636

地 盤 改 良 工 事 1,011 1,200

そ の 他 工 事 150 14

商 品 販 売 30 50

計 4,623 4,900

（単位：百万円）
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経営方針について

2022年３月期



実現した開発技術 1/2

 NLG工法 可塑性非エア系グラウト材充填工法

⊡ 業界トップクラスの5,000ｍの長距離圧送が可能な空洞充填工法です。

⊡ 可塑性の非エア系グラウト材で水中不分離性を有します。

⊡ 今後拡大が見込まれるトンネル等インフラの補修補強市場に適した工法です。

水路トンネル施工イメージ 水中での材料の性状



実現した開発技術 2/2

 スイムグラウト 耐水性エアモルタル

エアモルタルの弱みである耐水性を強化し

た「水に強い」空洞充填材です。

 エアスラー 高流動性エアモルタル

セルフレベリングに近い高流動性を有する

エアモルタル。

満水の管路充填試験の様子

当社の強みであるエアモルタ
ルの新たな適用先を広げる材
料として開発！！



本資料に記載されている当社の現在の計画、目標等
過去の事実でないものは将来の業績に関する見通し
であり、これらは現在入手可能な情報に基づき作成
したもので、将来の業績を保証するものではありま
せん。実際の業績は様々な要因により、これら見通
しとは大きく異なる結果になることもありえます。

本資料に関するご注意
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